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久保田茂樹さん

生坂村のお花見スポットの一つとして

皆さんに喜んでもらえたらうれしい

ですね。

赤羽 勲さん

車でも来られる場所なので、 花の季節

にはぜひ見に来てほしいです。

　　小立野区の山桃と花桃



議会改革検討会が発足しました！
議会改革でどう 変わる？
もっと 身近に、もっと 見える 議会へ

□ 議会の活動がよく分からない

□ 議員が何をしてるか見えない

□ 議員と意見交流する機会がない

議会改革で改善を目指します！

生坂村議会では、住民の皆さんにとって

より身近で、開かれた議会を目指して

議会改革に取り組みます。

・議会だより中心の情報発信
・会議の内容が伝わりにくい
・議員の活動が見えにくい

議会の「見える化」

・議会だよりをわかりやすく改善
・SNSやホームページで情報発信
・議員活動を積極的に紹介

議員のなり手不足が全国的な課題と
なっており、55才以下の報酬を上げ
たが、住民の声等受け改正した

報酬をベースアップをした効果を
検証し、より
・幅広い世代が立候補しやすく
・議員活動の充実につながる
よう、話し合いを進める

議員の報酬UPの効果

・山彦（住民との懇談の場）
の開催
・報告会の開催

等を検討

住民の皆さんの声を政策
に反映できる議会を目指
します。

情報をわかりやすく発信します

住民参加の強化

「議会改革」で期待されること
～住民にとってのメリット～

情報が見やすくな
り、議会の活動が
身近に。

・・・
生坂村のことを
一緒に考えま

しょう！

55才以下30万円、56才以上18万円
の議員報酬を一律21万5000円に 住民の声を村政へ

届けます
今まで

これから

住民から聞こえてくる声で見えた課題

議会が何をしている
か分かる

議会・村政への関心が
高まる

みんなで村の未来を
考え、より良い生坂
村へ。

多様な人が関わるこ
とで、より良い村づ
くりへ。

若い世代も参加しやす
くなる

意見を伝えやすくなる

意見交換の場が増え、
あなたの声が村政に
届きます。

座長：山本 𠮷人

今まで

これから

議長から議会改革検討会で検討してほし
いと投げかけた、3つのテーマをご紹介し
ます
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議会には通年制（いつでも必要な時に開く）と会期制（定例会・臨時会方式）があり、生坂村議会

は会期制です。６月、９月、１２月、３月に定例会があり、必要に応じて臨時議会が招集されます。

令和７年度

村政懇談会：住民の意見や要望を聴き

取ります

３月定例会 :次年度の予算について

主に審議します

を例に、議会の１年間の流れを見てみましょう！
                               

     

こうなっていた！議会の流れ

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10 月

11 月

12 月

１月

２月

３月

９月定例会 :前年度の予算が適切に

使われたか主に審議します

６月定例会 :前年度の予算で収入・支

出が確定したものについて、また、補正

予算について主に審議します

１２月定例会 :補正予算について主

に審議します

人件費について人事院勧告が出ます

次年度の予算について要求・提案があれ

ば提出します

議員選挙 :令和７年は４年に 1 度の

議員選挙がありました

臨時議会 :議長・副議長、議員がどの

委員会に所属するか等を決めました

予算編成方針が示されます：村長

が次年度の予算を立てる方針を示します

各課から予算要求：村長の予算編成

方針を見て、各課から次年度の予算が要

求されます

臨時議会 :山村活性化対策事業補助金

が国から認められ、活用方法などについ

て説明がありました

総務課査定→村長査定：要求された

予算の必要性等を査定します

予算調整会議→予算編成：会議を

経て、次年度予算が編成されます

先進地視察 :先進的な取組をしている

自治体へ視察に行きました

（令和 7 年は旧山古志村と飯豊町）

行政側 議会側

前年度決算書作成：前年度に予算を

どのように使ったか、決算書を作成し

ます

前年度収支確定：前年度の予算が

実際にどう執行されたか、繰越明許費

なども含め確定し議会に上程します

予算執行：3月議会で認められた当初

予算に沿って、予算を執行します

収支に変更があれば補正予算を組みます

各事業の行政委員会：当年度及び次

年度の事業について協議します

各事業の行政委員会：担当委員会に

出席し、事業について協議します

地区要望：各区から修繕箇所等の要望

を受け、現地踏査し緊急性・必要性に

応じて予算化の是非を決めます
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6月定例会　こんなことが決まりました

国のモデル事業として、消防団員8名が二等無人

航空機操縦士の資格取得に挑戦します。目視外

飛行が可能になり、行方不明者の捜索や災害時

の被害把握に役立てます。あわせて村民向けの

体験会も10回開き、村のパイロットを育てます。

育成事業ではドローン実機2台も購入します。

防災・消防｜ドローンを防災に活用（団員の資格取得 439万3千円／全額国費
実機2台 71万1千円／緊急防災・減災事業債70万円）

 3か年計画の2年目です。①新商品開発と郷土料

理の改良、②竹林資源の食・工芸品への活用と環

境保全、③トレッキングや和太鼓と食を組み合わ

せた旅行パックの試行、④首都圏での PR による

ブランド化と販路拡大、の4本柱で進めます。

産業・特産品｜山村活性化対策事業（2年目）
（事業総額 1,035万8千円／うち国費 1,000万円）

麻績村と連携し、両村の直売所を拠点に農産物

の販売・PR を強化します。共通ロゴや産地シー

ル、1,000円以上の購入レシートを対象とした

来訪キャンペーン、両村の特産・名所を題材にし

たトレーディングカード（計1万枚）の配布、合

同PR動画の制作などに取り組みます。

広域連携｜麻績村との道の駅コラボ（元気づくり支援金事業 379万9千円）

 来訪者の増加に対応するため、道の駅いくさか

の郷に仮設の駐車場を整備します。約1,000平

方メートルに20台以上の駐車を想定しています。

用地の一時転用のため、農業委員会と相談しな

がら手続きを進めます。

 道の駅｜道の駅に仮設駐車場を整備（工事請負費 200万円）
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宿
泊
税
交
付
金
基
金
条
例
案

問
　
宿
泊
税
交
付
金
基
金
条
例
案
の
内
容

は
。 

答
　
県
の
宿
泊
税
導
入
に
伴
う
交
付
金
を

観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
る
基

金
。
本
年
度
は
63
万
７
千
円
の
交
付
予
定

で
、
１・
２
年
目
は
積
立
、
３
年
目
に
活
用
、

未
活
用
な
ら
県
へ
返
還
。
使
途
は
予
算
化

の
段
階
で
議
会
の
審
議
を
経
る
。

き
る
仕
組
み
（
工
事
１
４
２
万
円
）。
村
外

の
家
族
も
確
認
で
き
る
。
委
員
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
連
携
な
ど
充
実
を
求
め
る
声

が
あ
っ
た
。
法
定
検
査
委
託
料
27
万
２
千

円
も
計
上
。

問
　
消
防
団
活
動
服
が
50
着
分
更
新
さ
れ

る
。そ
の
内
容
は
。 

答
　
宝
く
じ
助
成
を
活
用
し
て
計
画
的
に

更
新
す
る
も
の
。
既
存
の
服
が
使
え
な
く

な
る
も
の
で
は
な
い
。

問
　
地
方
債
限
度
額
が
増
額
し
た
理
由

は
。

答
　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
増
額
は

無
線
設
備
１
４
０
万
円
と
ド
ロ
ー
ン
備
品

70
万
円
に
充
当
。
過
疎
債
は
住
宅
事
業
で

90
万
円
増
、
小
学
校
費
１
３
０
万
円
は
国

の
決
定
に
よ
る
財
源
構
成
の
変
更
。

振
興
課
関
係

問
　
経
営
発
展
支
援
事
業
の
内
容
は
。 

答
　
認
定
農
業
者
１
経
営
体
の
ス
ピ
ー
ド

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
１
台
と
雨
除
け
ハ
ウ
ス
３
棟

の
設
置
を
支
援（
７
５
０
万
円
）す
る
も
の
。

問
　
住
宅
建
設
費
の
内
容
は
。 

答
　
村
営
住
宅
上
手
団
地
の
フ
ェ
ン
ス
設

置
工
事
１
２
６
万
５
千
円（
過
疎
債
90
万

円
充
当
）を
計
上
す
る
も
の
。

問
　
最
適
土
地
利
用
総
合
対
策
事
業
の
内

容
は
。

答
　
令
和
７
年
度
の
話
し
合
い
の
合
意
を

具
現
化
。
意
向
調
査
、
担
い
手
集
約
へ
向
け

た
基
盤
整
備
の
調
査
・
設
計
、
農
地
保
全
の

実
証
の
３
本
柱
。
樹
園
地
転
換
の
可
否
を

専
門
業
者
が
調
査（
２
５
０
万
円
）。
雲
根

地
区
で
遊
休
農
地
の
粗
放
的
利
用
を
継
続

実
証
。

村
営
バ
ス
特
別
会
計
補
正
予
算【
第
２
号
】

総
務
建
経
常
任
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
【
第
2
号
】

総
務
課
関
係

問
　
防
災
行
政
無
線
の
機
能
拡
張
の
内
容

は
。

答
　
放
送
を
聞
き
逃
し
て
も
録
音
さ
れ
、

ウ
ェ
ブ
上
で
音
声
再
生
と
文
字
で
確
認
で

問
　
人
件
費
補
正
の
内
容
は
。

答
　
デ
マ
ン
ド
予
約
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
５

月
に
退
職
し
、
現
在
は
兼
務
職
員
が
対
応
。

専
任
に
位
置
づ
け
、
６
月
か
ら
特
別
会
計

で
支
出
す
る
。

問
　
修
繕
料
69
万
９
千
円
の
内
容
は
。 

答
　
老
朽
化
し
利
用
の
な
い
草
尾
口
・
旧

大
日
向
の
２
バ
ス
停
を
撤
去
す
る
経
費
。
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一
般
会
計
補
正
予
算
【
第
2
号
】

ڭ
ҭ
ҕ
һ
ձ
関
係

問
　
෦
活
動
の
地
Ҭ
展
։
に
伴
う
ί
ー

デ
ỹ
ω
ー
タ
ー
の
໾
ׂ
は
。

答
　
学
校
と
ڭ
ҭ
委
員
会
、
外
෦
ࢦ
導
員

の
と
の
連
བྷ
調
整
を
す
る
。

問
　
෦
活
動
の
外
෦
ࢦ
導
員
の
人
਺
と
地

Ҭ
Ҡ
行
։
࢝
࣌
ظ
は
。

答
　
バ
ド
ϛ
ン
τ
ン
෦
は
7
月
か
ら
土
༵

日
に
Ҡ
行
、
9
月
か
ら
ฏ
日
も
#
ˍ
(
ւ

༸
η
ン
タ
ー
で
行
う
予
定
で
、
ߨ
ࢣ
3
人

分
の
ँ
ྱ
を
計
上
し
て
い
る
。

ਧ
૗
ָ
෦
は
੺
と
Μ
΅
フ
ェ
ス
テ
ỹ
バ
ル

ऴ
ྃ
ޙ
く
ら
い
か
ら
#
ˍ
(
ւ
༸
η
ン

タ
ー
へ
Ҡ
行
す
る
予
定
で
、
地
Ҭ
展
։
ޙ

の
ߨ
ࢣ
ँ
ྱ
�
人
分
を
ݟ
ࠐ
Μ
で
い
る
。

問
　
新
た
な
地
Ҭ
Ϋ
ϥ
ブ
を
ื
集
す
る
か
。

答
　
現
在
は
த
学
校
の
෦
活
を
地
Ҭ
に
Ҡ

行
す
る
の
で
、
バ
ド
ϛ
ン
τ
ン
෦
と
ਧ
૗

ָ
෦
を
予
定
。
ί
ー
デ
ỹ
ω
ー
タ
ー
と
૬

ஊ
し
、
ཾ
ঢ
ଠ
ޑ
΍
ֆ
画
Ϋ
ϥ
ブ
な
ど
計

画
த
。
த
学
生
が
΍
Γ
た
い
͜
と
に
Ԋ
っ

た
内
容
に
し
た
い
。

問
　
現
在
の
ެ
ຽ
ؗ
活
動
と
地
Ҭ
Ϋ
ϥ
ブ

は
Ώ
く
Ώ
く
連
携
を
し
て
い
く
の
か
。

答
　
ެ
ຽ
ؗ
ڭ
ࣨ
を
、
地
Ҭ
の
օ
さ
Μ
が

会
費
を
෷
っ
て
Ϋ
ϥ
ブ
化
し
て
い
く
の
が

Ұ
൪
最
ऴ
的
な
目
ඪ
と
ߟ
え
て
い
る
。

問
　
県
の
څ
৯
費
ෛ
担
ܰ
減
交
付
金
を
、

財
源
構
成
の
変
更
で
は
な
く
上
৐
ͤ
を
し

て
、
༗
機
ถ
な
ど
地
Ҭ
農
࢈
෺
の
ങ
औ
Ձ

֨
を
ݟ
௚
ͤ
な
い
か
。

答
　
෺
Ձ
ߴ
ಅ
を
౿
·
え
、
既
に
څ
৯
費

補
助
金
を
50
万
円
増
額
し
て
い
る
。
予
算

の
ൣ
ғ
で
検
౼
は
可
能
。
生
࢈
者
か
ら
Ձ

֨
の
ఏ
案
を
し
て
い
た
ͩ
き
、
ڠ
議
を
し

て
い
く
。

ਗ਼
૟
総
務
費
に
充
当
さ
れ
る

݈
߁
෱
ࢱ
課
関
係

問
　
ো
が
い
者
ࣗ
立
支
援
で
Ճ
算
対
৅
に

な
っ
た
、
生
活
૬
ஊ
の
対
৅
と
な
る
方
は
。

答
　
手
ா
を
͓
࣋
ͪ
の
方
と
村
が
認
め
た

対
৅
者
。

問
　
Ճ
算
が
付
く
͜
と
に
よ
Γ
、
ো
が
い

෱
ࢱ
ै
事
者
の
方
に
ど
れ
ͩ
け
プ
ϥ
ス
に

な
る
か
。

答
　
国
の
ࢼ
算
で
月
額
�
人
�
万
円
ఔ

度
。

請
願
・
陳
情

͞
Β
ͳ
Δ
গ
ਓ
਺
ֶ
ڃ
ਪ
ਐ
ͱ
ڭ
৬
һ
ఆ

਺
վ
ળ
ͷ
ͨ
Ί
ͷ
ڭ
ҭ
予
算
֬
อ
Ứͱủ
ٛ

຿
ڭ
ҭ
අ
ࠃ
ݿ
ෛ
୲
੍
౓
ͷ
ݎ
࣋
ɾ
֦
ॆ
Ứ

Λ
ٻ
Ί
Δ
੥
ئ
ॻ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ࢠ
ど
も
Ұ
人
ͻ
と
Γ
に
د
Γ
ఴ
っ
た
ࢦ
導
・

支
援
を
行
う
た
め
、
予
算
確
保
と
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6月定例会　こんなことが決まりました

障がい者自立支援の生活相談につい

て、条件を満たせば加算の対象になっ

たことによるシステム改修委託料です。

補正予算　　障がい者自立支援システム改修委託料　113万1千円
　　　　　　（うち1/2の56万5千円は国の身体障がい者保護費負担金）

中学校部活動地域展開に伴い、コーディネーターを採用。

また、地域展開後、バドミントンと吹奏楽を指導する外部

講師に支払う謝礼を計上します。

補正予算　地域展開コーディネーター費とバドミントン・吹奏楽講師謝礼  142万円
　　　　　（うち県の文化振興補助金103万円、スポーツ振興費補助金37万6千円）

地域展開後、B＆G海洋センターで吹奏楽を行います。

そのための楽器置き場を、海洋センター2階に設置します。

補正予算　吹奏楽・楽器置き場　122万8000円
　　　　　（内訳はアルミパーテーション86万9000円、棚35万9000円）

教室（中学校は体育館も）の電灯を LED 化し、省エネ

エアコンや給湯器を設置します。工事は夏休み中等、授

業がない時に行います。

工事請負契約　生坂小学校省エネ化　6545万円
　　　　　　　藤沢商会・竹内工務店・原田建築工房共同企業体
　　　　　　　生坂中学校省エネ化　1億 890万円
　　　　　　　松本土建株式会社

3月の消防点検で指摘を受け、電池交換をします。

補正予算
なのはな火災報知器電池交換　7万8千円

5月13日の落雷で時計が2日間止まってし

まったため、修繕をします。

補正予算
中学校の時計設備修繕　42万9千円

�
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ྩ࿨�೥�݄ఆྫձɹٞҊ౳ͷ৹ࠪ݁Ռ
全員賛成した議案 審議結果

報
　告

専決処分の承認を求めることについて（生坂村税条例の一部を改正する条例）
承認

個人住民税、軽自動車税、固定資産税など、法改正に伴い申告事務の適正化を図るための改正

専決処分の承認を求めることについて（生坂村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
承認

法改正により国保税の上限や軽減基準を見直し、子育て支援納付金の負担を減らす仕組みを加える改正

専決処分の承認を求めることについて（令和７年度生坂村一般会計補正予算【第９号】）
承認

交付税等収入額と事業額等が確定したことによる補正で、歳入歳出に1億304万5千円を追加するもの

令和７年度生坂村一般会計繰越明許費について
承認

脱炭素地域づくり推進事業等、6事業の費用1億6199万6千円を令和8年に繰越すもの

専決処分の承認を求めることについて（令和８年度生坂村一般会計補正予算【第１号】）
承認

村営バス特別会計に222万円を繰出すもので、歳入歳出それぞれ222万円を追加するもの

専決処分の承認を求めることについて（令和８年度生坂村営バス特別会計補正予算【第１号】）
承認

村営バスのエンジンを載せ替えるため、村から繰入れた222万円を修繕料として計上するもの

条
例
案

生坂村宿泊税交付金基金条例案
可決

県から交付される宿泊税を適切に管理・活用するために基金を設置するもの

生坂村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例案
可決

法改正により発行可能となった、マイナンバー機能付き在留カード等を追加する改正

予
算
案

令和８年度生坂村一般会計補正予算【第２号】
可決

歳入歳出それぞれ5362万5千円を追加し、総額37憶484万５千円とするもの　→P4 ～ 7へ

令和８年度生坂村営バス特別会計補正予算【第２号】
可決

歳入歳出それぞれ167万5千円を追加し、総額5849万5千円とするもの　→P4へ

請
願

「さらなる少人数学級推進と教職員定数改善のための教育予算確保」と「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を
求める請願書 可決

提出者：松塩筑教育関係七団体連絡協議会　議長：田中信宇　紹介議員：山本𠮷𠮷𠮷

陳
情
社会福祉法等の一部を改正する法律案の慎重な審議を求める国への意見書提出を求める陳情

可決
提出者：信州ケア社会を考える会　代表：小林純子

追
加
議
案

建設工事請負契約の締結について（生坂村脱炭素先行地域事業　生坂小学校省エネ化改修工事）
可決

契約金額 6545万円　藤沢商会・生坂竹内工務店・原田建築工房共同企業体

建設工事請負契約の締結について（生坂村脱炭素先行地域事業　生坂中学校省エネ化改修工事）
可決

契約金額 1億 890万円　松本土建株式会社

生坂村固定資産評価審査委員会委員の選任について
可決

小林寿臣　新規　任期3年間

生坂村教育委員会委員の任命について
可決

瀧澤早苗　継続　任期4年間

発
議

「さらなる少人数学級推進と教職員定数改善のための教育予算確保」と「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を
求める意見書の提出について

提出

社会福祉法等の一部を改正する法律案の慎重審議を求める意見書の提出について 提出
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令和８年7月臨時議会  全員賛成した議案 審議結果

予
算
案

令和８年度生坂村一般会計補正予算【第3号】

可決物価高騰対応重点支援交付金を追加で受け、272万7000円でいくさかマル得商品券を500冊増刷
197万円で北平地区の消火栓3箇所更新
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発
　議

学習指導要領の「はどめ規定」を見直し、子どもを尊重する包括的性教育の推進を求
める意見書の提出について ൱

ܾ × × 〇 〇 × × 〇 ※

提案者：島幸恵　　賛同者：山本𠮷𠮷𠮷

ʮ͸ͲΊنఆʯͱ͸ʜʮਓͷडਫ਼ͷաఔʯ΍ʮ೛৷ͷܦաʯΛऔΓѻΘͳ͍ͱ͢Δ΋ͷɻ
แׅతੑڭҭͱ͸ʜࣗ෼ͱଞऀͷଚॏΛֶͼɺ৺਎ͷมԽ΍ੑΛਖ਼͘͠ཧղ͢Δਓڭݖҭɻ

反対討論

झͦࢫͷ΋ͷΛ൱ఆͤͣɺจݴ΍ఏग़ઌɺࠜ ڌ
ྉΛؚΉٞҊશମʹ͍ͭͯɺٞࢿ ձҙࢥͱ͠
఺Ͱ͸े࣌ݱ΁ఏग़͢Δଥ౰ੑͱख़౓͕ࠃͯ
෼Ͱͳ͍ͱ൑அ͠ɺ൓ରͨ͠ɻ

賛成討論

΋ͬͱੑ΁ͷཧղ΍໋ͷେ੾͞ΛֶͿػձΛɺ
ͱ͍͏੠͕͋ΔɻՊֶతࠜڭੑ͍ͨͮجʹڌ
ҭɺ·ͨࣗ෼΋૬ख΋ଚॏ͢Δɺਓڭݖҭʹแ
ׅతੑڭҭͷਪਐ͸େ੾ɻ

地
方
創
生
の
先
行
き

地
方
創
生
の
先
行
き  

ー
地
域
未
来
戦
略
と
と
も
に
ー

ー
地
域
未
来
戦
略
と
と
も
に
ー

ɹ
令
和
̔
年
度
ொ
村
議
会
議
௕
・
෭
議
௕

ݚ
修
会
が
５
月
26
日
に
։
࠵
さ
れ
３
ͭ
の

՝
୊
に
ͭ
い
て
ߨ
ԋ
が
あ
Γ
·
し
た
。

１
ͭ
め
は
、
地
方
૑
生
の
ઌ
行
き
Ỗ
地

Ҭ
未
དྷ
ઓ
ུ
と
と
も
に
Ỗ

２
ͭ
め
は
人
口
減
গ
ࣾ
会
に
͓
け
る
外

国
人
ࡐ
の
確
保
・
ҭ
成
の
実
ફ

３
ͭ
め
は
、
உ
ঁ
ڞ
ಉ
ࢀ
画
で
地
Ҭ
を

ݩ
ؾ
に
Ỗ
人
口
減
গ
ࣾ
会
を
生
き
ൈ
く
方

策
に
ͭ
い
て
͓
話
を
聞
き
·
し
た
。

ɹ
ࠓ
ճ
は
そ
の
த
で
も
生
ࡔ
村
の
未
དྷ
に

ؔ
܎
す
る
内
容
を
঺
հ
い
た
し
·
す
。

地
方
૑
生
の
ઌ
行
き
Ỗ
地
Ҭ
未
དྷ
ઓ
ུ

と
と
も
に
Ỗ

ɹ
地
方
૑
生
２・
０
の
ủ
基
本
的
な
ߟ
え

方
Ứ（
ൈ
ਮ
）
地
方
૑
生
を
�0
年
લ
に
։
࢝

し
て
Ҏ
߱
、ủ
·
ͪ
・
ͻ
と
・
し
͝
と
૑
生
法
Ứ

の
੍
定
、
政
෎
ؔ
܎
機
ؔ
の
地
方
Ҡ
転
΍

地
方
૑
生
の
交
付
金
な
ど
に
よ
Γ
、
全
国

֤
地
で
地
方
૑
生
の
औ
Γ
組
み
が
行
Θ

れ
、
༷
ʑ
な
޷
事
例
が
生
·
れ
た
͜
と
は

大
き
な
成
Ռ
で
あ
る
。Ұ
方
、
͜
う
し
た
޷

事
例
が
࣍
ʑ
に
ủ
ී
ว
化
Ứ
す
る
͜
と
な

く
、
人
口
減
গ
΍
、
౦
ژ
ݍ
へ
の
Ұ
ۃ
集
த

の
ྲྀ
れ
を
変
え
る
·
で
に
は
ࢸ
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
な
ͥ
か
。
ࣗ
࣏
体
は
、
国
・
౎

ಓ
෎
県
・
ࢢ
区
ொ
村
と
い
う
ủ
ॎ
Ứ
の
ͭ
な

が
Γ
ͩ
け
で
な
く
、ଞ
の
ொ
と
い
っ
たủ
ԣ
Ứ

の
ؔ
܎
を
վ
め
て
意
ࣝ
す
る
͜
と
を
し
て

い
な
い
͜
と
で
は
な
い
か
。
·
たủ
ঁ
ੑ
΍

ए
者
に
も
બ
͹
れ
る
地
Ҭ
Ứ
と
な
る
た
め
、

ࣗ
ら
ߟ
え
、
行
動
を
ى
͜
す
͜
と
が
ඞ
ཁ

で
は
な
い
か
。（
த
ུ
）
͜
れ
か
ら
は
、
Ձ

஋
観
が
ଟ
༷
化
す
る
த
、
ଟ
༷
な
地
Ҭ
・

ί
ϛ
ỿ
χ
テ
ỹ
の
存
在
、Ұ
人
ͻ
と
Γ
が
ࣗ

分
の
ເ
を
目
ࢦ
し
、ủ
ָ
し
い
Ứ
と
ࢥ
え
る

地
方
૑
生
͜
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地

方
૑
生
に
ຐ
法
は
な
い
。
学
ͼ
、
ߟ
え
、
経

ݧ
を
積
み
、議
࿦
を
ॏ
Ͷ
、ҭ
ͭ
。
ҭ
て
る
。

未
དྷ
は
ए
者
た
ͪ
の
も
の
。
人
ࡐ
ҭ
成
͜

そ
が
未
དྷ
の
౤
ࢿ
。

生
ࡔ
村
の
未
དྷ
は
ए
者
た
ͪ
の
も
の
。

そ
の
ए
者
た
ͪ
を
ҭ
て
る
の
は
ࢲ
た
ͪ
大

人
。͜

れ
か
ら
の
生
ࡔ
村
議
会
議
員
を
ҭ
て

る
͜
と
も
議
員
の
໾
目
と
ײ
じ
·
し
た
。



進藤彩議員

ั
֫
ௗ
्
ͷ
δ
Ϗ
Τ
׆
༻
ͱ
ॲ
ཧ
ମ
੍
ʹ
ͭ

͍
ͯ

振
興
課
௕

ɹۙ
ྡ
ࣗ
࣏
ମ
ͷ
ࣄ
ྫ
Λ
ࢀ
ߟ
ʹ

ௐ
ࠪ
ݚ
ڀ
͢
Δ

��

˔ਐ౻ɹٞ࠼һ
ᶃʮௗ्ۦআʯ͔ ΒδϏΤͱ͍͏ݯࢿޫ؍

ͱͯ͠ͷ׆༻ʹ͍ͭͯɹɹɹ
ᶄ஍Ҭֶशʹ͓͚ΔδϏΤ׆༻ɺ৯ҭɾ໋

ͷڭҭʹ͍ͭͯ

ຊ٢ਓٞһࢁ˔
ᶃ֤஍Ͱස᷷ʹग़຅͢Δ۽ରࡦʹ͍ͭͯɹ

˔๬݄Ұকٞһ
ᶃաૄ஍Ҭઐ༻"*ʮ͍͔͘͞04ʯߏ૝ͱ

ଜಠࣗ"*ج൫ͷߏஙʹ͍ͭͯ
ᶄ୤୸ૉۀࣄͷ࣋ଓՄೳੑʹ͍ͭͯ
ᶅ֎ࠃਓཱྀऀߦͷड͚ೖΕʹ͍ͭͯ

˔ౡɹٞܙ޾һ
ᶃ୤୸ૉۀࣄʹ͍ͭͯ
ᶄ߳֐ʹ͍ͭͯ

ɹ
˔ฏాউষٞһ

ᶃ೶ۀମݧπΞʔͷ՝୊ͱޙࠓͷํੑ޲ʹ
͍ͭͯ

ᶄ஍਒ޙͷඃ֐ͷରԠʹ͍ͭͯ
ɹ
˔ଠాɹৡٞһ

ᶃ্ਫಓۀࣄʹ͍ͭͯ
ɹ
઒ण໌ٞһࢢ˔

ᶃࣇಐΫϥϒʹ༡ͼ৔֦ॆΛ
ᶄऀྸߴΒ΁ੜࢧ׆ԉΛ

Ұൠ࣭໰ͱ͸ɺٞ һ͕ଜͷࡒߦ੓શൠʹΘͨͬͯॴݟΛٻΊɺٙ ٛΛ࣭͢͜ͱɺ͋ Δ͍͸੓ࡦΛఏ͢ݴΔ
͜ͱͰ͢ɻ23ίʔυ͔Βಈըࢹௌ΋Ͱ͖·͢ʂ

答弁者　ଜʜଜ௕ɹɹ෭ʜ෭ଜ௕ɹɹ૯ʜ૯຿՝௕ɹɹৼʜৼڵ՝௕ɹɹॅʜॅຽ՝௕

ɹɹɹɹ݈ʜ݈߁෱ࢱ՝௕ɹɹڭʜڭҭ௕ɹɹ࣍ʜڭҭ࣍௕

村政そこが知りたい!!一般質問 6月定例会
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費
用
対
ޮ
Ռ
΍
࣋
続

可
能
ੑ
を
検
証
し
な
が
ら
、
本
村
に
適
し

た
手
法
を
調
査
・
ݚ
ڀ
し
て
い
く
。 

問
ɹ
村
の
現
ঢ়
΍
՝
୊
を
理
ղ
す
る
き
っ

か
け
と
し
て
、
学
校
څ
৯
で
の
δ
ビ
Τ
活

用
΍
、
ௗ
्
ඃ
֐
、
໋
の
॥
؀
に
ͭ
い
て

学
Ϳ
機
会
を
地
Ҭ
学
श
΍
৯
ҭ
の
த
で
औ

Γ
入
れ
る
ߟ
え
は
。 

教
ɹ
村
で
は
ủ
い
く
さ
か
学
Ứ
と
し
て
地

Ҭ
学
श
を
ਐ
め
て
͓
Γ
、
ௗ
्
ඃ
֐
΍
δ

ビ
Τ
は
地
Ҭ
՝
୊
を
学
Ϳ
୊
ࡐ
と
し
て
༗

用
で
あ
る
と
ଊ
え
て
い
る
。
໋
を
い
た
ͩ

く
͜
と
΍
農
業
を
क
る
人
ʑ
の
ࢥ
い
を
学

Ϳ
͜
と
は
、
ࢠ
ど
も
た
ͪ
の
理
ղ
を
ਂ
め

る
機
会
に
な
る
。
Ұ
方
、
学
श
テ
ー
マ
は

ࢠ
ど
も
た
ͪ
が
ओ
体
的
に
決
め
る
仕
組

み
で
あ
Γ
、
ࠓ
年
度
か
ら
の
導
入
は
೉
し

い
ঢ়
گ
に
あ
る
。
ࠓ
ޙ
は
学
校
と
૬
ஊ
し

な
が
ら
、
དྷ
年
度
Ҏ
߱
の
ủ
い
く
さ
か
学
Ứ

の
୊
ࡐ
と
し
て
活
用
で
き
る
か
検
౼
し
て

い
く
。 

問
ɹ
ั
֫
਺
は
令
和
２
年
度
の
１
１
３
಄

か
ら
令
和
７
年
度
に
は
３
５
２
಄
と
約
３

ഒ
に
増
Ճ
し
て
い
る
。
ั
֫
し
た
ௗ
्
を

地
Ҭ
ࢿ
源
と
し
て
活
用
し
、
δ
ビ
Τ
に
よ

る
地
Ҭ
振
興
΍
観
光
振
興
に
ͭ
な
͛
て
い

く
ߟ
え
は
。 

振
ɹ
全
国
で
は
ั
֫
ௗ
्
を
δ
ビ
Τ
と
し

て
活
用
し
、
観
光
振
興
΍
特
࢈
品
づ
く
Γ

に
ͭ
な
͛
る
औ
組
が
ਐ
Μ
で
い
る
。
本
村

で
も
農
業
体
ݧ
π
Ξ
ー
΍
Ξ
ウ
τ
ド
Ξ
活

動
な
ど
ࣗ
વ
؀
ڥ
を
生
か
し
た
औ
組
を
ਐ

め
て
͓
Γ
、
体
ݧ
ܕ
観
光
と
の
連
携
の
可

能
ੑ
は
あ
る
。
Ұ
方
、
৯
೑
ॲ
理
ࢪ
設
の

整
備
に
は
҆
定
ڙ
څ
΍
Ӵ
生
؅
理
、
費
用

対
ޮ
Ռ
な
ど
の
՝
୊
が
あ
る
ࠓ。
ޙ
はủ
૑

଄
の
৿
構
૝
Ứ
΍
ۙ
ྡ
ࣗ
࣏
体
の
事
例
を

ࢀ
ߟ
に
し
な
が
ら
活
用
方
法
を
調
査
し
て

い
く
。 

問
ɹ
ั
֫
಄
਺
が
増
Ճ
す
る
த
、
ั
֫
ݸ

体
の
利
活
用
に
向
け
た
ॲ
理
体
੍
の
整
備

΍
、
޿
Ҭ
連
携
を
ؚ
め
た
ࠓ
ޙ
の
検
౼
ঢ়

گ
は
。 

村
ɹ
ۙ
ྡ
ࣗ
࣏
体
で
は
ॲ
理
ࢪ
設
の
整
備

に
ઌ
立
ͪ
、
ྫྷ
ଂ
保
؅
ࢪ
設
を
設
置
し
て

ຽ
ؒ
事
業
者
に
Ҿ
き
౉
す
仕
組
み
づ
く
Γ

を
ਐ
め
て
い
る
例
が
あ
る
。
本
村
で
は
Ҡ
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୤
୸
ૉ
ࣄ
ۀ
͕
ࣗ
૸
Ͱ
͖
Δ

͔
ỏ
޻
ఔ
ද
ͱ
৘
ใ
։
ࣔ
Λ
ٻ
Ί
Δ

ଜ
௕
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Ӧ
ج
൫
͕
੔
ỳ
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Ͱ
࡞
੒
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࿨
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೥
·
Ͱ
ʹ
ࣔ
͠
ͨ
͍
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ຊ㖊ਓ議員ࢁ

֤
஍
Ͱ
ස
᷷
ʹ
ग़
຅
͢
Δ
۽
ର
ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

振
興
課
௕

ɹ֤
ࣗ
࣏
ମ
ͷ
ର
Ԡ
ɾ
ಈ
޲
Λ

ݟ
ͳ
͕
Β
ద
੾
ͳ
ର
ࡦ
Λ
͠
ͯ
͍
͖
ͨ
͍

ら
対
応
に
ͭ
い
て
検
౼
し
て
い
き
た
い
。

問
ɹ
ݟ
௨
し
の
よ
い
؀
ڥ
整
備
を
す
る
͜

と
で
۽
の
出
຅
を
গ
な
く
出
དྷ
る
と
ߟ
え

る
。
ᤵ
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
定
ظ
的
な

草
מ
Γ
が
ඞ
ཁ
で
は
。

振
ɹ
ݟ
௨
し
の
よ
い
؀
ڥ
整
備
を
す
る
͜

と
が
۽
の
出
຅
を
গ
な
く
出
དྷ
る
༗
ޮ

な
手
段
で
あ
Γ
、
定
ظ
的
に
草
מ
Γ
౳
実

ࢪ
し
て
い
る
。
κ
ー
χ
ン
ά
（
੗
み
分
け
）

に
ͭ
い
て
も
ݚ
ڀ
検
౼
し
て
い
き
た
い
。

問
ɹ
۽
は
໌
る
い
৔
ॴ
は
ආ
け
る
た
め
外

౮
な
ど
を
増
΍
ͤ
な
い
か
。（
特
に
住
宅

が
গ
な
い
৔
ॴ
）

村
ɹ
΍
·
な
み
૳
の
ற
ं
৔
に
使
用
し
て

い
る
ଠ
ཅ
光
の
外
౮
で
あ
れ
͹
、
地
区
ཁ

๬
が
あ
れ
͹
対
応
は
可
能
。

κ
ー
χ
ン
ά
と
は
ộủ
人
が
฻
ら
す
৔
ॴ
Ứ

と
ủ
۽
が
฻
ら
す
৔
ॴ
Ứ
を
分
け
て
、 

͓

た
が
い
が
ۙ
づ
き
す
͗
な
い
よ
う
に
す
る

し
く
み
で
す
。 

そ
の
ؒ
に
ἔ
҆
全
な
す

き
ؒ
（
؇
ি
ଳ
）ἕ
を
ͭ
く
Γ
·
す
。

く
さ
か
̤
̨
Ứ
を
ఏ
案
。
区
の
連
བྷ
を

"
*
が
全
ށ
へ
ి
話
で
୅
行
し
、
ಠ
ډ

ߴ
ྸ
者
の
௨
Ӄ
΍
ങ
෺
の
૬
ஊ
に
৐
Γ
、

Ҡ
住
者
に
ݹ
い
集
མ
の
࢟
を
఻
え
る
౳

の
活
用
が
ߟ
え
ら
れ
る
。
௥
Ճ
予
算
を
΄

΅
か
け
ͣ
、
ެ
։
৘
ใ
の
み
の
小
さ
な
実

証
か
ら
、
住
ຽ
ಉ
意
を
લ
ఏ
に
࢝
め
る
ߟ

え
は
。

村
ɹ
%
9
ਪ
ਐ
の
方
向
と
し
て
興
ຯ
ਂ

い
が
、
ݸ
人
৘
ใ
保

ޢ
΍
ӡ
用
体
੍
、
構

ங
費
用
な
ど
の
՝

୊
も
ଟ
い
。
住
ຽ
の

理
ղ
と
৴
པ
を
લ

ఏ
に
、
小
ن
໛
な
実

証
を
積
み
ॏ
Ͷ
た

い
。
現
࣌
఺
で
具
体

的
な
計
画
は
な
い
。

問
ɹ
ॳ
ظ
費
用
΄
΅
θ
ロ
で
ӳ
ޠ
の
৘
ใ

発
৴
を
行
い
、
外
国
人
ཱྀ
行
者
ड
入
を
ޙ

ԡ
し
し
て
は
。

村
ɹ
本
村
に
適
し
た

発
৴
の
あ
Γ
方
を
ݚ

ڀ
し
た
い
。

問
ɹ
۽
対
策
の
Ұ
ͭ
と
し
て
۽
よ
け
ླ
が

༗
ޮ
と
ߟ
え
る
。
生
ࡔ
村
で
は
小
த
学
生

に
対
し
۽
よ
け
ླ
を
഑
෍
し
て
い
る
。
ே

༦
の
ࢄ
า
、
農
࡞
業
な
ど
Ұ
ൠ
住
ຽ
に
も

۽
よ
け
ླ
が
ඞ
ཁ
と
ߟ
え
る
。
住
ຽ
へ
の

۽
よ
け
ླ
の
഑
෍
は
で
き
な
い
か
。

振
ɹ
۽
対
策
の
Ұ
ͭ
と
し
て
۽
よ
け
ླ
は

༗
ޮ
と
は
ߟ
え
て
い
る
。
村
と
し
て
は
、

۽
対
策
の
方
法
、
費
用
対
ޮ
Ռ
な
ど
ݚ
ڀ

ٴ
ͼ
検
౼
を
し
て
い
き
た
い
。

問
ɹ
ొ
ࢁ
者
౳
に
۽
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
ି

出
が
ඞ
ཁ
と
ߟ
え
る
が
。

振
ɹ
۽
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
ޮ
Ռ
に
ͭ
い
て

は
認
ࣝ
し
て
い
る
。
使
用
方
法
౳
औ
Γ
ѻ

い
に
஫
意
す
る
΂
き
͜
と
も
ଟ
く
あ
る
。

ଞ
の
ࣗ
࣏
体
の
動
向
も
ݟ
な
が
ら
ݚ
ڀ
検

౼
し
て
い
き
た
い
。

問
ɹ
村
内
に
は
۽
の
Ӥ
の
対
৅
に
な
る
֟

の
໦
な
ど
が
୔
ࢁ
あ
る
。
؅
理
さ
れ
て
い

る
෺
も
あ
れ
͹
、
全
く
؅
理
さ
れ
て
い
な

い
෺
も
あ
る
。
特
に
؅
理
さ
れ
て
い
な
い

෺
は
۽
の
Ӥ
の
対
৅
に
な
Γ
΍
す
い
と
ߟ

え
る
。
െ
࠾
な
ど
の
対
策
が
ඞ
ཁ
で
は
。

振
ɹ
֟
の
໦
な
ど
の
実
は
۽
の
Ӥ
に
な
Γ

΍
す
い
と
ߟ
え
て
い
る
。
村
と
し
て
は
、

ॴ
༗
者
・
֤
区
・
֤
ৗ
会
と
ڠ
議
し
な
が

問
ɹ
過
疎
債
の
आ
入
΍
設
備
更
新
費
、
֤

事
業
の
ऩ
支
ݟ
௨
し
を
、
い
ͭ
ど
の
ࢿ
料

で
議
会
へ
ࣔ
す
か
ఏ
ࣔ
࣌
ظ
を
໰
う
。

෭
ɹ
୤
୸
ૉ
分
の
過
疎
債
は
約
20
ԯ
円
、

ঈ
還
は
令
和
22
年
度
ࠒ
·
で
。
７
ׂ
が
交

付
税
ા
置
さ
れ
実
࣭
３
ׂ
ఔ
度
。
小
ਫ
ྗ

は
ച
ి
を
ݟ
ࠐ
Ή
が
、
マ
Π
Ϋ
ロ
ά
Ϧ
ỽ

ド
΍
໦
࣭
バ
Π
オ
マ
ス
は
ऩ
支
未
確
定
。

更
新
費
は
変
動
が
大
き
く
具
体
額
は
ࣔ
ͤ

な
い
が
、検
౼
ঢ়
گ
を
議
会
へ
ڞ
༗
す
る
。

問
ɹ
஝
ి
஑
を
࣋
て
な
い
ߴ
ྸ
ੈ
ଳ
が
、

停
ి
࣌
に
か
え
っ
て
औ
Γ
࢒
さ
れ
る
構
଄

は
、
事
業
の
理
೦
と
ໃ
६
し
な
い
か
。

෭
ɹ
75
ࡀ
未
ຬ
は
連
ଳ
保
証
人
を
立
て
れ

͹
、
஝
ి
஑
の
み
で
も
設
置
で
き
る
。
75

ࡀ
Ҏ
上
は
᷂
い
く
さ
か
て
ら
す
と
し
て
導

入
予
定
は
な
い
が
、
村
も
連
携
し
対
応
策

を
ݚ
ڀ

す
る
。

問
ɹ
ߴ
ྸ
化
཰
は
��
ˋ
、
人
口
は
限
ք
集

མ
化
も
ݒ
೦
さ
れ
る
。
村
ಠ
ࣗ
の
"
*

基
盤
の
上
に
農
業
・
෱
ࢱ
・
防
災
・
Ҡ
住
・

ҩ
ྍ
૬
ஊ
な
ど
の
Ξ
プ
Ϧ
を
ࡌ
ͤ
る
ủ
い
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೶
ۀ
ମ
ݧ
π
Ξ
ồ
ͷ
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ଓ
Մ
ೳ
ͳ
ମ
੍

੔
උ
Λ

ଜ
௕

ɹ関
係
ஂ
ମ
ͱ
࿈
ܞ
͠
ͳ
͕
Β
ແ
ཧ

ͷ
ͳ
͍
ड
ೖ
Ε
ଶ
੎
Λ
ߟ
͑
ͨ
͍
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᷂
͍
͘
͞
͔
ͯ
Β
͢
༥
ࢿ
ʹ
ଜ
ͷ
৴
༻
͕
৫
Γ

ࠐ
·
Ε
ͯ
͍
Δ
ͷ
Ͱ
͸

෭
ଜ
௕

ɹଜ
ͷ
৴
༻
ྗ
Λ
લ
ఏ
ͱ
͠
ͨ
༥
ࢿ
Ͱ

͸
ͳ
͍

�2

ܖ
約
౳
を
ڠ
議
す
る
。
小
ਫ
ྗ
発
ి
も
条

件
が
整
い
࣍
ୈ
ڠ
議
。
ഁ
୼
࣌
対
応
は
未

ڠ
議
で
、
過
疎
債
の
実
࣭
ෛ
担
も
未
決
定
。

ҙ
ݟ
ɹ
ܖ
約
内
容
を
ૣ
ظ
に
整
理
し
、
議

会
と
村
ຽ
に
໌
確
に
ࣔ
す
΂
き
。

問
ɹ
&
7
バ
ス
Ϧ
ー
ス
ܖ
約
の
Ϧ
ス
Ϋ
と

௕
ظ
ί
ス
τ
ݟ
௨
し
は
。

૯
ɹ
修
繕
に
は
交
付
税
ા
置
が
�
ׂ
ݟ
ࠐ

め
る
が
、
修
繕
費
・
バ
ỽ
テ
Ϧ
ー
交
換
費
・

更
新
費
な
ど
の
ࢼ
算
が
ඞ
ཁ
。
த
途
ղ
約

࣌
は
࢒
存
ෛ
担
が
発
生
し
、
補
助
金
返
還

の
可
能
ੑ
も
あ
る
。

問
ɹ
ެ
ڞ
ࢪ
設
は
୭
も
が
҆
৺
し
て
利
用

で
き
る
৔
ॴ
で
あ
る
΂
き
と
ߟ
え
る
。
ެ

ڞ
ࢪ
設
で
の
人
工
߳
料
使
用
と
ủ
߳
֐
Ứ

へ
の
認
ࣝ
は
。

૯
ɹ
化
学
෺
࣭
過
හ
঱
へ
の
഑
ྀ
が
ඞ
ཁ

と
認
ࣝ
し
、
人
工
߳
料
使
用
の
実
ଶ
೺
Ѳ
、

߳
料
ࣗ
ॗ
の
प
஌
、
഑
ྀ
策
の
検
౼
を
ਐ

め
る
。

࣍
ɹ
ڭ
ҭ
ࢪ
設
で
は
ࣗ
વ
由
དྷ
΍
೏
い
の

গ
な
い
ચ
ࡎ
を
使
用
し
、
職
員
も
日
ࠒ
か

ら
߳
Γ
に
഑
ྀ
し
て
い
る
。

ҙ
ݟ
ɹ
ެ
ڞ
ࢪ
設
で
は
無
߳
料
・
ࣗ
વ
由

དྷ
߳
料
੡
品
の
使
用
を
ଅ
し
、
߳
֐
へ
の

さ
ら
な
る
ܒ
発
を
し
て
い
た
ͩ
き
た
い
。

置
を
औ
る
。

問
ɹ
ਤ
上
܇
࿅
΍
実
ફ
に
合
っ
た
防
災
܇

࿅
が
ඞ
ཁ
と
ࢥ
う
が
。

૯
ɹ
村
政
࠙
ஊ
会
で
も
意
ݟ
が
あ
Γ
、
防

災
܇
࿅
を
ݟ
௚
し
て
い
き
た
い
。
·
た
ਤ

上
܇
࿅
は
Ҏ
લ
実
ࢪ
し
た
。
ࠓ
年
度
は
、あ

る
ఔ
度
実
ଶ
に
ଈ
し
た
܇
࿅
に
し
た
い
と

ߟ
え
て
い
る
。

問
ɹ
ຖ
年
４
月
に
新
໾
員
が
決
·
Γ
、
防

災
組
৫
ද
が
࡞
ら
れ
る
。区
௕
、
ৗ
会
௕
は

ど
う
動
く
か
理
ղ
出
དྷ
て
い
な
い
の
が
現

ঢ়
。
区
௕
、
ৗ
会
௕
用
に
防
災
マ
χ
ỿ
Ξ
ル

࡞
成
を
検
౼
し
て
は
ど
う
か
。

૯
ɹ
段
階
的
な
対
応
マ
χ
ỿ
Ξ
ル
に
ͭ
い

て
は
ࣗ
助
・
ڞ
助
・
ެ
助
そ
れ
ͧ
れ
の
໾
ׂ
、

災
֐
࣌
の
手
ॱ
౳
、
住
ຽ
の
方
が
分
か
Γ

΍
す
い
方
法
に
ͭ
い
て
ݚ
ڀ
し
た
い
。

問
ɹ
԰
根
の
נ
な
ど
が
յ
れ
た
৔
合
、
応

急
ા
置
と
し
て
ブ
ル
ー
γ
ー
τ
഑
෍
౳
当

村
ા
置
対
応
は
。
·
た
ݟ
෣
金
の
༗
無
は
。

૯
ɹ
ඃ
֐
に
ૺ
Θ
れ
た
ら
໾
৔
に
連
བྷ
を

い
た
ͩ
き
、ඃ
֐
ঢ়
گ
΍
ඞ
ཁ
に
応
じ
て
対

応
す
る
。応
急
ા
置
と
し
て
ブ
ル
ー
γ
ー
τ

の
഑
෍
౳
は
ඃ
֐
ঢ়
گ
を
౿
·
え
な
が
ら
、

ݸ
別
に
൑
அ
す
る
。
ݟ
෣
金
౳
は
支
援
੍

度
を
基
本
と
し
て
対
応
す
る
͜
と
に
な
る
。

問
ɹ
金
༥
機
ؔ
は
担
保
も
債
務
保
証
も
な

く
な
ͥ
い
く
さ
か
て
ら
す
に
༥
ࢿ
し
た
か
。

෭
ɹ
事
業
計
画
・
ऩ
支
計
画
を
基
に
金
༥

機
ؔ
が
審
査
し
た
も
の
。
Ω
Ỿ
ỽ
γ
ỿ
フ

ロ
ー
ද
は
ड
ྖ
し
た
が
、
༥
ࢿ
の
લ
ఏ
条

件
を
ࣔ
す
文
ॻ
は
ड
け
औ
っ
て
い
な
い
。

ҙ
ݟ
ɹ
ච
಄
ג
ओ
と
し
て
、
金
༥
機
ؔ
の

൑
அ
基
४
・
લ
ఏ
条
件
は
文
ॻ
で
確
認
し
、

村
ຽ
へ
の
આ
໌
੹
任
を
Ռ
た
す
΂
き
。

問
ɹ
1
1
"
事
業
の
आ
入
総
額
、
返
ࡁ
計

画
、
更
新
費
用
の
積
立
額
は
ど
う
か
。

෭
ɹ
᷂
い
く
さ
か
て
ら
す
の
आ
入
総
額

は
約
5
ԯ
円
。
返
ࡁ
は
�
�
�
�
年
·
で

で
、
ଟ
い
年
は
約
3
⁌
�
�
�
万
円
。
更

新
費
用
は
段
階
的
に
積
み
立
て
、
ྦྷ
計
約

5
ԯ
5
⁌
�
�
�
万
円
を
確
保
す
る
計
画
。

問
ɹ
更
新
費
は
Ұ
ൠ
に
総
設
備
費
の
5
Ỗ

7
ׂ
、
撤
去
費
も
਺
ԯ
円
か
か
る
可
能
ੑ

が
あ
Γ
、
積
立
額
は
ෆ
଍
で
は
な
い
か
。

෭
ɹ
଱
用
年
਺
Ҏ
上
の
௕
ظ
使
用
を
લ
ఏ

に
、
ҡ
࣋
؅
理
を
ప
ఈ
す
る
計
画
で
ࢼ
算
。

問
ɹ
設
備
使
用
料
、
ҡ
࣋
؅
理
費
、
過
疎

債
ෛ
担
、
ഁ
୼
࣌
対
応
な
ど
、
村
と
会
ࣾ

の
ܖ
約
ڠ
議
は
ど
う
か
。

村
ɹ
マ
Π
Ϋ
ロ
ά
Ϧ
ỽ
ド
は
保
क
・
ӡ
用

ن
定
を
整
備
த
で
、
整
備
ޙ
に
؅
理
委
託

問
ɹ
農
業
体
ݧ
π
Ξ
ー
は
ߴ
ྸ
化
で
ҡ
࣋

؅
理
が
ਂ
ࠁ
化
し
て
い
る
。
ࠓ
ޙ
の
ड
入

れ
体
੍
整
備
に
ͭ
い
て
の
ߟ
え
は
。

村
ɹ
農
業
ެ
ࣾ
΍
ؔ
܎
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
無
理
の
な
い
ड
入
れ
体
੍
の
ҡ
࣋
に

౒
め
た
い
。
ҡ
࣋
؅
理
は
大
޷
き
ୂ
な
ど

に
よ
る
୅
行
΍
ࢦ
導
者
ҭ
成
を
ߟ
え
た
い
。

問
ɹ
ۙ
ྡ
ொ
村
か
ら
ड
け
入
れ
、
地
ݩ
ࢠ

ど
も
た
ͪ
と
の
体
ݧ
π
Ξ
ー
を
行
っ
て
は
。

振
ɹ
ڞ
ಉ
学
श
と
い
う
໘
で
は
意
ٛ
の
あ

る
औ
Γ
組
み
ͩ
が
、
保
ޢ
者
の
理
ղ
΍
ڠ

ྗ
、
҆
全
໘
な
ど
༷
ʑ
な
՝
୊
が
あ
る
。
学

校
と
学
श
計
画
の
調
整
も
ඞ
ཁ
で
あ
Γ
ࠓ

ޙ
ݚ
ڀ
、
検
౼
し
て
い
き
た
い
。

問
ɹ
দ
本
ࢁ
խ
の
બ
手
を
ট
き
、
ా
২
え

΍
Ҵ
מ
Γ
な
ど
の
体
ݧ
π
Ξ
ー
は
ど
う
か
。

振
ɹ
費
用
΍
日
ఔ
調
整
、
継
続
的
な
実
ࢪ

体
੍
な
ど
の
՝
୊
が
あ
る
が
、
連
携
の
可

能
ੑ
を
୳
Γ
な
が
ら
ݚ
ڀ
し
て
い
き
た
い
。

஍
਒
ޙ
ͷ
ඃ
֐
ͷ
ର
Ԡ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問
ɹ
地
਒
に
よ
Γ
ެ
ڞ
の
建
෺
が
յ
れ
た

৔
合
の
対
応
は
。

૯
ɹ
৘
ใ
ऩ
集
と
ඃ
֐
ঢ়
گ
の
確
認
を
行

う
と
ڞ
に
、
利
用
者
の
҆
全
確
認
、
ঢ়
گ
に

よ
Γ
立
入
Γ
੍
限
΍
使
用
停
ࢭ
な
ど
の
ા
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ଠాᩋ議員

઒ण໌議員ࢢ

ঢ়
گ
ʹ
Ԡ
͡
ͯ
ߋ
৽
޻
ࣄ
ͷ
ݟ
௚
͠
͸
ߦ
͏
͔

෭
ଜ
௕

ɹਫ
ಓ
༗
ऩ
཰
ձ
ٞ
Ͱ
ỏ
ௐ
ࠪ
΍
࿙
ਫ

ঢ়
گ
ʹ
Ԡ
͡
ͯ
ਵ
࣌
ݟ
௚
͠
Λ
ߦ
͍
ਐ
Ί
Δ

ࣇ
ಐ
Ϋ
ϥ
ϒ
ͷ
༡
ͼ
৔
֦
ॆ
Λ

ڭ
ҭ
௕

ɹఏ
Ҋ
৔
ॴ
ỏ
ࢠ
Ͳ
΋
ͨ
ͪ
͕
҆
શ

ʹ
׆
ಈ
Ͱ
͖
Δ
͔
౳
ݕ
౼
͠
ͨ
͍

問
ɹ
̧
��
年
度
か
ら
Լ
ਫ
ಓ
の
更
新
工
事

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
؅
理
体
੍
に
ͭ
い

て
ߟ
え
は
あ
る
か
。

村
ɹ
Լ
ਫ
ಓ
ࢪ
設
は
ڙ
用
։
࢝
か
ら
૬
当

の
年
਺
が
経
過
し
て
͓
Γ
、
老
朽
化
へ
の

対
応
が
ॏ
ཁ
な
՝
୊
と
な
っ
て
い
る
。
計

画
さ
れ
る
更
新
工
事
に
向
け
、
ࢪ
設
の
ঢ়

گ
೺
Ѳ
΍
事
業
ྔ
の
ਫ਼
査
、
財
源
確
保
を

ਐ
め
る
と
と
も
に
、
職
員
体
੍
の
ڧ
化
を

ਤ
Γ
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。
·
た
、
上

ਫ
ಓ
と
の
Ұ
体
的
な
ҡ
࣋
؅
理
を
基
本

に
、
専
門
事
業
者
の
ٕ
ज़
支
援
΍
設
計
؅

理
業
務
も
活
用
し
、
ޮ
཰
的
か
ͭ
確
実
な

事
業
ࣥ
行
に
౒
め
る
。

問
ɹ
災
֐
࣌
の
څ
ਫ
体
੍
は
現
ঢ়
で
े
分

と
ߟ
え
る
か
。

村
ɹ
本
村
は
、
ܹ
ਙ
化
す
る
ࣗ
વ
災
֐
΍

大
ن
໛
அ
ਫ
に
備
え
、
応
急
څ
ਫ
ࢿ
機
ࡐ

の
整
備
΍
޿
Ҭ
的
な
応
援
体
੍
の
構
ங
、

職
員
・
ࢦ
定
業
者
と
の
連
བྷ
体
੍
の
確
認

を
ਐ
め
て
い
る
。
現
ঢ়
の
体
੍
に
ຬ
଍
ͤ

ͣ
、
ࠓ
年
度
は
Ҡ
動
ড়
ਫ
ث
を
用
い
た
実

ઓ
的
な
防
災
܇
࿅
を
実
ࢪ
す
る
な
ど
継
続

的
な
体
੍
の
ݟ
௚
し
を
ਤ
Γ
、
ਝ
଎
か
ͭ

確
実
な
څ
ਫ
活
動
へ
向
け
て
防
災
体
੍
を

ڧ
化
す
る
。

ߴ
ྸ
ऀ
౳
΁
ͷ
ੜ
׆
ࢧ
ԉ
Λ

問
ɹ
୤
୸
ૉ
事
業
で
の
ߴ
ޮ
཰
機
ث
導
入

補
助
金
の
੍
度
で
は
、
利
用
者
ݸ
人
へ
の

対
৅
機
छ
の
਺
΍
補
助
総
額
に
上
限
が
な

く
、
ෳ
਺
設
備
の
導
入
可
能
な
実
ଶ
。
ࢿ
金

に
༨
༟
が
あ
る
૚
に
は
容
қ
に
機
ث
の
導

入
が
で
き
る
൓
໘
、
ࠔ
೉
な
ੈ
ଳ
は
᪳
᪯

す
る
の
が
現
実
。
そ
の
た
め
住
ຽ
ؒ
の
ෆ

ެ
正
ײ
を
生
Ή
と
ݒ
೦
さ
れ
る
が
、
֨
ࠩ

的
な
໰
୊
の
認
ࣝ
と
഑
ྀ
策
は
あ
る
か
。

村
ɹ
ࢦ
ఠ
の
໰
୊
の
可
能
ੑ
も
認
ࣝ
を
し

て
い
る
。
Ұ
方
、
住
ຽ
ෛ
担
の
ܰ
減
を
ਤ

Γ
ͭ
ͭ
、
村
内
ഉ
出
の
$
0
�
の
࡟
減
に

ͭ
な
͛
、
地
Ҭ
全
体
に
ޮ
Ռ
を
も
た
ら
す

事
業
で
あ
Γ
、
導
入
し
た
ੈ
ଳ
ͩ
け
で
な

く
村
全
体
に
還
ݩ
さ
れ
る
ޮ
Ռ
が
あ
る
。

問
ɹ
෺
Ձ
ߴ
ಅ
が
続
く
ࡢ
ࠓ
、
導
入
を
߇

え
る
ੈ
ଳ
に
഑
ྀ
も
連
動
し
、
特
に
೤
த

঱
Ϧ
ス
Ϋ
が
ߴ
い
ߴ
ྸ
者
、
ো
֐
者
͓
よ

ͼ
ࢠ
ҭ
て
ੈ
ଳ
な
ど
に
、
Ն
ق
の
Τ
Ξ
ί

ン
の
ి
ؾ
୅
を
補
助
す
る
村
ಠ
ࣗ
の
生
活

支
援
を
。

村
ɹ
国
の
補
正
予
算
の
動
向
΍
対
৅
者
の

ൣ
ғ
、
ެ
ฏ
ੑ
の
確
保
౳
を
ߟ
ྀ
し
な
が

ら
支
援
の
あ
Γ
方
は
ݚ
ڀ
を
し
た
い
。

問
ɹ
料
金
ऩ
入
と
ҡ
࣋
費
に
ͭ
い
て
、
現

在
の
ঢ়
گ
と
ࠓ
ޙ
の
ݟ
௨
し
は
。

振
ɹ
څ
ਫ
人
口
΍
料
金
ऩ
入
の
減
গ
が
ݟ

ࠐ
·
れ
る
Ұ
方
、
ࢪ
設
の
老
朽
化
΍
෺
Ձ

上
ঢ
に
伴
う
修
繕
費
・
ҡ
࣋
؅
理
費
の
増

Ճ
が
՝
୊
。
経
営
ઓ
ུ
に
基
づ
き
経
ৗ
ऩ

支
ൺ
཰
１
０
０
ˋ
Ҏ
上
の
ҡ
࣋
΍
༗
ऩ
཰

向
上
、
料
金
ճ
ऩ
཰
վ
ળ
に
औ
組
み
、
࣋

続
可
能
な
ਫ
ಓ
事
業
ӡ
営
を
目
ࢦ
す
。

問
ɹ
令
和
３
年
度
か
ら
࢝
·
っ
て
い
る
更

新
工
事
の
ਐ
௙
ঢ়
گ
は
。

振
ɹ
老
朽
化
の
ਐ
Μ
ͩ
区
ؒ
か
ら
༏
ઌ
的

に
整
備
を
実
ࢪ
し
て
い
る
。
ࠓ
ޙ
�0
年
ؒ

で
約
６
ԯ
４
千
万
円
の
事
業
費
を
ݟ
ࠐ

み
、
ࢪ
設
の
ॏ
ཁ
度
΍
老
朽
化
ঢ়
گ
を
౿

·
え
更
新
を
ਐ
め
る
。

問
ɹ
予
ଌ
出
དྷ
な
い
࿙
ਫ
事
ނ
も
あ
る
。

そ
の
ݪ
Ҽ
は
೺
Ѳ
で
き
て
い
る
か
。

振
ɹ
࿙
ਫ
事
ނ
の
ओ
な
ݪ
Ҽ
は
、
老
朽
化

し
た
送
഑
ਫ
؅
΍
څ
ਫ
؅
の
ྼ
化
、
継
手

෦
分
の
ଛ
ই
、
ౙ
ق
の
ౚ
݁
に
よ
る
ഁ
ଛ

な
ど
。

ఏ
Ҋ
ɹ
事
ނ
が
ଟ
発
す
る
Օ
ॴ
が
確
認
出

དྷ
た
৔
合
は
ݪ
Ҽ
を
ڀ
໌
し
、
༏
ઌ
的
に

工
事
を
行
い
、
着
実
な
工
事
を
ਐ
め
҆
定

ڙ
څ
に
౒
め
て
΄
し
い
。

問
ɹ
ࣇ
ಐ
Ϋ
ϥ
ブ
に
͓
け
る
外
遊
ͼ
実
ଶ

に
手
ڱ
さ
΍
෺
଍
Γ
な
さ
を
ײ
じ
る
。
遊

ͼ
৔
؀
ڥ
に
՝
୊
を
ײ
じ
て
い
な
い
か
。

教
ɹ
現
在
の
؀
ڥ
は
֓
Ͷ
ྑ
޷
と
認
ࣝ
。

問
ɹ
ࢠ
ど
も
の
݈
全
な
発
ҭ
΍
Ϧ
フ
レ
ỽ

γ
ỿ
に
͓
い
て
大
事
な
、
土
に
઀
し
て
遊

΂
る
޿
さ
が
充
分
か
。
Ξ
ス
フ
Ỹ
ル
τ
は

Ն
৔
ॵ
く
ः
೤
用
ฮ
૷
も
な
い
。
ί
ン
Ϋ

Ϧ
ー
τ
൘
上
へ
の
人
工
ࣳ
で
な
く
、
ࣗ
વ

の
ެ
園
的
な
৔
ॴ
確
保
は
可
能
で
は
。

教
ɹ
ެ
園
的
機
能
を
༗
す
る
ࢪ
設
と
な
る

と
、
そ
の
利
用
者
対
৅
ൣ
ғ
、
؅
理
の
໰

୊
な
ど
い
く
ͭ
か
の
՝
୊
が
あ
Γ
े
分
な

検
౼
が
ඞ
ཁ
。

問
ɹ
ީ
補
地（
例
、ứ
な
の
は
な
Ừ
๺
ଆ
の

ാ
の
Ұ
෦
）の
໛
ࡧ
と
、
用
地
確
保
の
上
で

の
整
備
΍
҆
全
؅
理
の
ӡ
用
方
法
な
ど
෕

ܑ
ら
と
Ұ
体
で
ݚ
ڀ
ڠ
議
す
る
ߟ
え
は
。

教
ɹ
ఏ
案
の
৔
ॴ
΍
体
੍
・
؀
ڥ
、
ࢠ
ど

も
た
ͪ
に
҆
全
な
活
動
が
で
き
る
か
な
ど

ॾ
՝
୊
の
検
౼
を
し
た
い
。



～議員の日常～
議会だよりモニターさんより、議員の人となりが分かる

特集を！ とのご意見をいただきました。議員の趣味や

ストレス解消法、生活などからコメントしました。

１番　進藤　彩

心に浮かんだ世界観を

描いています。見てく

れた人が楽しい気持ち

になってくれたら嬉し

いです。

しんどう　あや

２番 望月 一将

趣味：ギターを弾くこ

と。下手の横好き、い

や、ただの下手。それ

でも弾けば、頭の中は

空っぽになります。

もちづきかずまさ

３番　島　幸恵

鹿や猪の被害があちこ

ちにあるので、罠をか

けないと！と思ってい

ます。夏は解体時のハ

エが困ります。

しま　 ゆきえ

４番 山本 𠮷人

還暦になりましたが、

相変わらずガンプラな

どロボットプラモデル

が大好きです。積みプ

ラが増えています。

やまもとよしと

５番 藤澤 幸恵

筋トレを始めました。

1 年後には、10 キロ

減量した私を見かける

ことになるでしょう！

ふじさわ さちえ

６番　太田　讓　

趣味のキャンプは最近

行けていませんが、子

どもたちへのサッカー

指導が私の元気とスト

レス発散の源です。

おおた　ゆずる

７番 平田 勝章　

ストレス解消法はお風

呂で詩吟を吟ずること。

日頃は農業をしながら、

地域活動を楽しんでい

る。

ひらた かつあき

８番 市川 壽明

’80 年、哲学者 高田

求氏の語句「情熱とは

持続する力」に魅せら

れ座右の銘に。今、俳

句の評が関心事に。

いちかわとしあき

��
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夢の竹取物語
村のあちこちで広がっている、手入れの届かない竹林。そこに自ら手を入れ、人が集う里山へと変えはじめたのは、村
民でつくる「生坂ハチクの会」だ。整備し、商品にし、人を呼ぶ──行政が動かすのではなく、住民が自発的に進め
るこの取り組みは、村の事業の新しいかたちを示している。

生坂ハチクの会は、20年ほど前から村産のタケノコ加工に取り組
む団体だ。加工品は道の駅でも好評で、すでに事業として手応えを
得ている。その会が今年、村民会館そばの竹林整備に乗り出した。
当初予定の3千平方メートルは予算の都合で咋年度1千平方メート
ルにとどまり、残りは今年度に着手する。延べ作業時間は約305時
間。会の呼びかけには村内の有志団体も加わった。
　伐り出した竹は竹細工に活かすほか、タケノコ狩りや薪割りなど、
竹林を舞台にした体験企画も育てている。整備から商品化、体験ま
でを自分たちの手で担うのが、この取り組みの特徴だ。

 ～ 村民の手で、竹林がよみがえる ～
I K U S A K A  ‐  里山再生プロジェクト

整備前①

整備前②

整備後

うっそうと茂り、倒れた竹も重なって人が入れなかった
竹林。

チェーンソーや粉砕機も使い、会のメンバーと有志が協力して進めた整備作業。

育てる竹を選んで間伐し、光が差し込む明るい竹林へ。
会はここを「夢の竹取物語」と名付けた。

◆ 村内団体の手で進む竹林整備 ◆

◆ これからの竹林整備 ── 整備はゴールではなく始まり ◆

タケノコ狩りや薪割りを楽しむイベント。整備した竹林に、
世代を超えて人が集う。

道の駅に並ぶ「ハチク」。整備した竹林が、村の特産品を
生んでいる。

活動する人の声

平林 敏生さん
生坂ハチクの会 会長

 加工品の原料を、もっと自分たちで確保したい。
竹は割れやすいので、京都・嵐山で職人に乾燥
の仕組みを教わり、自分で乾燥機を作りました。
いい竹で竹とんぼ大会や、ゆくゆくは楽器も作っ
てみたいですね。

志水 学さん
生坂ハチクの会 会員

竹林は長い目で育てたい。道の駅とコラボして
収穫体験などの企画も担い、来た人がまた訪れ
たくなるような場所にしたい。整備した竹林が商
品や人のつながりを生む、その流れを仲間と広
げていきたい。

山村活性化対策事業 ／ 竹林整備部門

整備はゴールではなく、始まり。同会は「夢の竹取物語」を完
成させ、整備エリアを広げながら、村内外から関わる人を増
やそうと計画する。
一方で、課題も見えている。本年度（令和8年度）の壁が、人
件費の確保と整備対象の竹林選定だ。竹林整備は多くの人
手を要し、その人件費の捻出がネックになる。昨年度（令和7
年度）の整備予算は、人件費・燃料費・機材費で50万円余り。
「整備する竹林を選び、人件費を確保するうえで、山村活性
化対策事業は、ハチクの会にとっても、放置された竹林にとっ
ても命綱だ」と平林さんは語る。
整備→活用→商品→人の循環を村と団体がともに育て、3
年目には、この取り組みの自走をめざす。
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